
　（１）調査期間

　　　平成２８年１１月～平成２９年１月

　（２）調査方法

　　　各世帯（各戸）にアンケート用紙を配布

　　　回答は返信用封筒での送付を依頼

　３　回答状況

　（１）配布数：３，１２６件

戸別収集モデル事業に関するアンケート調査結果について

　２年程度としております。

　　今後、更なる検討を進めるに当たり、モデル事業対象世帯の皆様のごみの排出実態や

　戸別収集に対する満足度などを把握するため、アンケート調査を実施しました。

　２　調査の概要

　　本事業は、戸別収集の市内段階的導入に向け試行するものであり、試行期間は、概ね

　事業を実施しました。

　１　はじめに

　　本市では、家庭ごみの適正な分別の促進をはじめ、高齢者や障がい者への新たな福祉

　サービスを目的として、平成２８年７月から市内一部区域において、戸別収集のモデル

　（２）回答数：１，７４０件

　（３）回答率：５５．７％
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　４　アンケート結果

 （１）回答者の属性について

　（ウ）世帯人数

513

653

　（ア）性別

　（イ）年齢

1

193

54

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

未記入

１　人 326 ５　人 59

２　人 771 ６　人 24

３　人

15

72

160

272

339 ７人以上 8

事務所等との併用住宅

その他・未記入

41

32

　（エ）住宅の形態

未記入 20

一戸建て住宅 1667

４　人

男 

37.2% 

女 

51.8% 

未記入

11% 

1人 

18.7% 

2人 

44.3% 

3人 

19.5% 

4人 

11.1% 

5人 3.4% 

6人 1.4% 

7人以上 

0.5% 

未記入 

1.1% 

一戸建て

住宅 

95.8% 

併用住宅 

2.4% 

その他・

未記入 

1.8% 

10代 0.1% 
20代 0.9% 

30代 4.1% 

40代 9.2% 

50代 

15.6% 

60代 

29.5% 

70代以上 

37.5% 

未記入 

3.1% 
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 （２）戸別収集実施後の状況などについて

　（ア）ごみの分け方や出し方を以前より注意するようになりましたか。

はい 

1152人 

（66.2%）  いいえ 

300人 

（17.3%） 

どちらとも 

言えない 

270人 

（15.5%） 

未記入 

18人（1%） 

６割以上の人が 

「以前より注意するように 

なった」と回答。 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

「はい」と答えた人の年齢別回答数とその年齢に占める割合 
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増加傾向 
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　（ウ）戸別収集にどのような利点を感じましたか。（複数回答可）　回答者：1618人（93%）

　（イ）以前と比べ、ごみの量にどのような変化がありましたか。

433人 

（24.9%）  

59人 

（3.4%）  1240人 

（71.2%）  

8人 

（0.5%）  

不燃 

539人 

（31%）  

25人 

（1.4%）  
1166人 

（67%） 

10人 

（0.6%）  減った 

増えた 

以前と変わらない 

未記入 
可燃 

186人 

（10.7%）  
226人 

（13%）  

1323人 

（76%）  

5人 

（0.3%）  

資源 

420人 

（24.2%）  

37人 

（2.1%）  

1276人 

（73.3%）  

7人 

（0.4%）  

全体 

全項目において７割程度の

人が「以前と変わらない」

と回答したものの、資源は

１割以上の人が「増えた」

と回答し、その他では２～

３割程度の人が「減った」

と回答した。 

58人（1.3%） 

533人（10.9%） 

569人（11.6%） 

752人（15.4%） 

819人（16.7%） 

902人（18.4%） 

1257人（25.7%） 

その他 

ごみの減量や分別の徹底がすすんだ 

ごみステーションの管理負担（清掃など）が無くなった 

道路上からごみやごみステーションが無くなり、 

まちの景観が良くなった 

ごみステーション付近への不法投棄が少なくなった又は無くなった 

自宅付近において、ネコやカラスの被害が減った 

自宅の敷地内に出せるようになり、ごみ出しが楽になった 

【その他】 

・排出マナーを守る人が増えた 

・他人のごみや排出方法を気に 

 せずに済む 

・収集時間が早くなった 

            など 
「自宅の敷地内に出せるようになり、ごみ出しが楽に

なった」が25.7％と最も高く、次いで「自宅付近に

おいて、ネコやカラスの被害が減った」が18.4％、

「ごみステーション付近への不法投棄が少なくなった

又は無くなった」が16.7％の順で回答が多かった。 

うち 

60歳以上は 

874人 
（69.5%） 
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　（エ）戸別収集になってよかったと思いますか。

　（オ）戸別収集を全市的な取り組みとすることについて、どう思いますか。

よかったと思う

1208人

（69.4%） 

どちらとも 

言えない 

343人（19.7%） 

以前の方が 

よかった 

142人（8.2%） 

未回答 

47人（2.7%） 

約７割の人が 

「よかったと思う」と回答。 

すぐにでも 

全市に拡大 

すべき 

263人（15.1%） 

段階的に全市

へ拡大すべき 

700人（40.2%） 

拡大すべき 

ではない 

77人（4.4%） 

なんとも 

言えない 

641人（36.9%） 

未回答 

59人（3.4%） 

「段階的に全市へ拡大すべき」

が40.2％と最も高く、次いで

「なんとも言えない」が36.9%

と高かった。 

なお、「拡大すべき」との回答

は、計963人で55.3%だった。 
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「よかったと思う」と答えた人の年齢別回答数とその年齢に占める割合 
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増加傾向 
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　（カ）戸別収集を全市的な取り組みとした場合、市民のごみの出し方はどのように変化

　　　　すると思いますか。

84人（4.8%） 

79人（4.5%） 

41人（2.4%） 

184人（10.6%） 

495人（28.4%） 

857人（49.3%） 

未回答 

その他 

ごみが出しやすくなることで、 

かえってごみの量が増えると思う 

なんとも言えない 

ごみを出す場所が自分の敷地内になるだけで、 

特に今までと変わらないと思う 

今まで以上に資源物の分別に努めるようになり、 

ごみの減量につながると思う 

「今まで以上に資源物の分別に努めるようになり、ごみ

の減量につながると思う」が49.3％と最も高く、次いで

「ごみを出す場所が自分の敷地内になるだけで、特に今

までと変わらないと思う」が28.4％と多かった。 

【その他】 

・ごみの排出に責任を持つよう 

 になる 

・収集日を守るなど排出マナー 

 が向上する 

            など 
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